
７年前、生まれ育った新ひだか町にＵターンで戻ってきた猪野毛さん。ブランド豚『健

酵豚』を生産する実家の猪野毛ファームを継ぎ、さらには、自社農園の豚肉を提供する

しゃぶしゃぶ専門店『火影』をオープンしました。一度は地元を離れた猪野毛さんですが、

Ｕターンのきっかけは実家で育てている豚肉のおいしさに気づき、驚いたことでした。

このおいしさを、もっと多くの人に広めたいと思いました。もともと農業に興

味がないわけでもなかったので、せっかくなら、やりたいことに思いっきり挑

戦できる若いうちにと。この町には知っている顔も多くて、やりたいことをや

りやすい環境があるというのが僕にとっては魅力でした。地元に残っている友

だちもいて、プライベートも充実できるのがここの良いところです。

火影では、自社農園の健酵豚のほか、野菜など地域の食材をふんだんに使用。

シンプルな味のしゃぶしゃぶだからこそ食材をダイレクトに味わってもらえます。

自分も生産をやっていて感じますが、生産者は育てることに注力して販売・

広告まで手掛けるのはなかなか難しい。こだわりを持って育てているから

こそずっと畑に出ていたりするので、そういった地域の知る人ぞ知る食材

を発信できるお店にもなりたいと思っています。

また、農業・商業をかけ合わせてやっているからこそ、消費者の声を直接聞く

ことができたり、他の生産者や地域の人とのつながりが生まれたりするという

猪野毛さん。これからは、自社の豚肉はもとより、新ひだか町の魅力をもっと

広げていきたいと語ります。

この町は海の幸・山の幸と探せばなんでもある町。今後はこの町を拠点に、

町の看板を背負って新ひだか町をアピールしていきたいです。

新ひだか町 20 周年特別連載～私と新ひだか町の 20 年～

第２話「“おいしい”を受け継ぐ、広める。」

―― 猪野毛ファーム・猪野毛優作さん

地元で新たな
挑戦を


